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参加した経緯 
今回私が参加したのは、台湾国立中央大学で行われた 2 週間の中国語学習プログラムです。私は第二外

国語で中国語を選んでいたことと、過去二度の台湾旅行の経験から台湾文化に興味を持っており、中国語の
学習と台湾文化の体験ができるこのプログラムに参加したいと考え、応募しました。また、これまで中国語
を勉強する中で、実際に中国語を使って誰かと会話をする機会が少なかったため、このプログラムに参加し
て自分の中国語がどのくらい使えるのか知りたいと考えていました。 

台湾国立中央大学について 
台湾国立中央大学は、台湾桃園市にある国立大学で、8 学部・22 学科と 54 の研究所を持つ総合大学で

す。キャンパスはとても広く、敷地内には図書館・体育館・スポーツジム・コンビニ・生活用品店・レスト
ランなどがあり、身近になんでも揃っていたため滞在中生活に困ることはありませんでした。そして今回の
プログラムに参加する学生たちには、キャンパス内の寮にそれぞれ個人部屋を用意していただきました。部
屋は広く清潔で、シャワーとトイレも完備されていました。振り返ってみると、2 週間の台湾滞在を快適に
過ごすことができたのは、この寮のお陰であったと思います。また、このキャンパスは台湾中心地の台北駅
から電車で 1 時間半ほどの場所にあるため、週末などは台北に行くことができ、立地も非常によかったと
感じています。

中国語の授業 
初日にレベル分けテストが行われ、レベルごとに２クラスに分けられました。レベル分けテストは筆記試

験だと思っていたのですが、先生 2 人と学生 1 人のスピーキングテストでした。知らせを聞いた時は驚き
ましたが、実際のテストは会話形式で進められ、穏やかな雰囲気で行われました。 

 授業は月曜から木曜の午前と午後の毎日 2 コマで、それぞれ違う内容の授業を受けました。午前の授業
では日常生活で使う中国語を学び、午後の授業ではスピーチやプレゼンテーションで使う中国語を学びま
した。最終日にはそれぞれテストと、授業で学んだことを活かしながら自分の興味があることについて中国
語で発表を行いました。 

 授業で大変だったことは、繁体字を使用するということと全て中国語で進められることでした。中国語の
漢字には中国大陸で使用されている簡体字と台湾で使用されている繁体字の二種類がありますが、私は中
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国語の勉強を初めてからこれまで３年間、簡体字だけを使っていたため、慣れない繁体字の使用はとても難
しく感じました。また、授業中は説明も中国語で行われたため、初めのうちは先生が話を聞き、メモをとる
ことで精一杯でした。しかし日が経つにつれて繁体字に慣れていき、中国語のリスニングにも少しずつ自信
が持てるようになりました。 
 
現地での体験 
このプログラムでは毎週金曜日に、台北の有名な観光地や文化財の見学ツ

アーが行われました。いくつかの場所はこれまでの台湾旅行で訪れたことの
ある場所でしたが、今回は現地のツアーガイドの方が日本語で丁寧な説明を
してくださったため、以前訪れた時よりも詳細に台湾の文化について学ぶこ
とができました。また、通常の個人旅行では行きづらい場所でも、大学側が
バスを手配してくださっていたので楽に行くことができました。 

 
土日は完全にフリープランであ

ったので、各自好きなことができ
ました。中でも台北や台中、台南
など台湾各地へ遊びに行く人が多かったと思います。 
私は一週目の土曜日に日帰りで台中へ行きました。台中は台

湾中部の産業都市で、桃園駅から新幹線（台湾高速鉄道）で 40
分ほどで行くことができました。朝に寮を出発し、昼前には台
中に到着できたため、日帰りでしたが、台中の有名な観光地は
一通り回ることができました。 

 
まとめ 
 このプログラムに参加したことで、中国語を使って話すことの難しさを実感し、それと同時に伝わった時
の喜びを感じることができたため、参加する以前よりも中国語の学習意欲が高まりました。また、台湾は外
国人に人気の観光地ということもあり、英語と日本語だけでも台湾を満喫することができますが、中国語の
勉強を始めたことで、小さい子供から高齢の方まで幅広い台湾人と交流することができました。そして滞在
期間中にはたくさんの現地の方に助けられ、台湾人の優しさを感じ、今まで旅行で訪れていたときよりも台
湾のことが好きになりました。このプログラムは、中国語の学習はもちろんですが、台湾文化をより身近に
触れることができるため、皆さんにとって貴重な経験になると思います。中国語と台湾に興味のある人、も
しくはそのどちらかだけでも興味のある人はぜひこのプログラムに参加することをおすすめします。 

 
 

 
 


